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地方公共団体における情報システムの標準化について

地方公共団体における情報システムの現状と課題

特定ベンダによる囲い込み（ベンダロックイン）により、経費の高止まりが起こるとともに、自治体ごとの独自仕様によ
る様々なカスタマイズにより、民間等の外部との間だけでなく地方公共団体内のシステムとも連携が困難になっている。

地域情報プラットフォームとは

標準化（共通ルール）が必要

地方公共団体や国・民間等外部の情報システムとの間で、相互に接続・連携できるよう、地方公共団体の各システ
ムが予め準拠すべき業務的・技術的な標準（ルール）を定めたもの。国や民間はこれを参照することにより、地方公
共団体とのシステム等連携が可能。

：業務の標準化
（データやインターフェースの標準化）

：技術の標準化
（通信プロトコル等の標準化）国
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地域情報プラットフォームに期待される効果イメージ

① カセッタブル化
（マルチベンダ化）

② アウトソーシング ③ サービス連携

○○市

Aシステム Bシステム Cシステム

○○市

Aシステム
（X社製）

Bシステム
（X社製）

Cシステム
（X社製）

○○市

Aシステム Bシステム Cシステム

Ｂシステム

民間企業△△市

Ｅシステム

アウトソーシング
センター

Ｂシステム
（X社製）

Ｂシステム
（Ｙ社製）

高付加価値サービス
ポータル

Ｄシステム Ｆシステム

標準化により、システムの調
達がマルチベンダ化し 競争環

官民連携ワンストップサービ
スなど、より便利なサービスの

ワンストップサービス

地域情報プラットフォームに
準拠することにより アウト達がマルチベンダ化し、競争環

境を確保（ベンダロックインの
回避）。
この結果、コストの高止まり

の軽減が可能

など、より便利な
連携が可能。

準拠することにより、アウト
ソーシングを利用することで幅
広くシステムを調達することが
可能。
さらに、共同化することによの軽減が可能。 さらに、共同化することによ

り、とりわけ小規模地方公共団
体の調達コスト削減に寄与。
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地域情報プラットフォームに期待される効果地域情報プラットフォームに期待される効果

地域情報プラットフォーム標準仕様に準拠することにより、
様々な公共情報システムの連携が可能

住民利便性の向上 行政事務の効率化 地域の活性化

出生 越 等 ベ 際

住民利便性の向上

標準 準拠 た なら ど

行政事務の効率化

りオ プ か さな単位 調

地域の活性化

出生・引越し等のライフイベントの際
に利用する多岐に渡る複数の機関・
地域のサービスを統合的に利用す
ることが可能。

標準に準拠したシステムなら、どの
ベンダでも自由に組み合わせて利用
可能となる。また特定ベンダに依存
しないマルチベンダ化による適切な
競争環境が実現し、ICT経費の削減

よりオープンかつ小さな単位での調
達が可能となることから、地域ベンダ
の参入機会が拡大。

地域の様々なサービスが連携される
ことにより 新しい地域の価値を創

費
が可能。

データの重複入力・管理や紙への出
力といった非効率な作業が不要。

ことにより、新しい地域の価値を創
造することが可能となり、地域の居
住者・滞在者の増加、地域の産業の
発展が可能。

地域情報化の推進

4

標準に準拠したシステムが、どの地域でも移植可能となることから、当該システムの普及が加速化し、地域情報化が進展

標準に準拠したシステム間の地域を超えた連携が可能となり、地域間の多様な連携により地域情報化が進展
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実現に向けた取組

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度～

要素技術の確立

研
究
開
発発

標準仕様の策定 標準仕様の策定
標
準
化

地域情報プラ トフォ ム
実
証 地域情報プラットフォーム

推進事業
証
実
験
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要素技術の確立①

異なる運用ポリシ や異なるア キテクチャのサ ビスが連携し 高付加価値異なる運用ポリシーや異なるアーキテクチャのサービスが連携し、高付加価値
サービスを提供できるためのサービス連携基盤技術の研究開発。

複数サイトが連携・統合して提供するサービスを容易に構

デザインパターン技術

複数サイトが連携 統合して提供するサ ビスを容易に構
築可能とするための典型的なデザインパターン（設計ひな
型）を作成する技術。

この技術により、サービスを連携させる際、設計段階この技術により、サ ビスを連携させる際、設計段階
での開発工数が削減され、新規サービスの開発効率
の向上が実現可能。

認証連携基盤技術

複数サイトが連携・統合して提供するサービスにおいて、
サービス間での認証情報を連携する際、名寄せの防止を
可能とする技術。

この技術により、利用者の１回の認証で名寄せを
防止した複数サイトのサービス利用が実現可能。

システム統合監視技術

複数サイトが連携・統合して提供するサービスにおいて、

サービスの進捗状況、システムリソースの運用状況を表示
し、分析し、リコメンド情報を生成する技術。

5

システム統合監視技術

この技術により、サービスの遅延やリソースの障害の
発見が実現可能。



要素技術の確立②

この技術により サービスを連携させる際 設計段この技術により、サ ビスを連携させる際、設計段
階の開発工数が削減され、新規サービスの開発効
率の向上が実現可能。

デザインパターン技術

連携サービスの設計

ビジネスプロセス定義

動作検証定義作成

ビジネスプロセス定義

AA
BB

DDCC AA
BB

DDCC

設計文書 サービスの
インタフェース定義

定義検証

検証用シミュレータ

サービス サービス サービス

サービスフロー、
インタフェース
定義生成

各分野特有の連携パターンや非
機能要件について記述する デ

ビジネスプロセスを定義するBPEL、
サ ビスのインタフ スを定義する

動作検証に必要となるサービ
スシミ レ タを自動生成する

検証用シミュレ タ定義生成

機能要件について記述する、デ
ザインパターン言語の技法

サービスのインタフェースを定義する
WSDLを自動生成する技術

スシミュレータを自動生成する
技術

デザインパターン

非機能X
X

処
理

AA

BB

DDCC 非機能
要件
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要素技術の確立③

技術 り 利 者 認証 名寄 をこの技術により、利用者の１回の認証で名寄せを
防止した複数サイトのサービス利用が実現可能。

認証連携基盤技術

利用者Ａ

認証センター

ＩＤで認証

利用者ＢのＩＤ

サイト名 仮ＩＤ

サイトＡ

利用者ＡのＩＤ

サイト名 仮ＩＤ
ＩＤで認証
（シングル
サインオン）

利用者

・・・
サイトＡ ａａａ

サイトＢ ｂｂｂ

サイトＣ ｃｃｃ

： ：

サイト名 仮ＩＤ

サイトＡ ａａａ

サイトＢ ｂｂｂ

サイトＣ ｃｃｃ

情報

仮ＩＤ

サ－ビス利用

： ：サイトＣ ｃｃｃ

： ：

仮ＩＤ 仮ＩＤ

サイトＡ サイトＢ サイトＣ

仮ＩＤ

ａａａ
仮ＩＤ

ｂｂｂ
仮ＩＤ

ｃｃｃ

認証
情報

ａａａ → ＡＡＡ

仮ＩＤと実ＩＤの対応

認証
情報

認証
情報↓

ｂｂｂ → ＢＢＢ

仮ＩＤと実ＩＤの対応

ｃｃｃ → ＣＣＣ

仮ＩＤと実ＩＤの対応

↓ ↓情報 情報 情報↓
ＡＡＡでサイトＡに
ログオン

↓
ＢＢＢでサイトＢに
ログオン

↓
ＣＣＣでサイトＣに
ログオン
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要素技術の確立④

の技術により サ ビ の遅延やリ 障害の
システム統合監視技術

この技術により、サービスの遅延やリソース障害の
発見が実現可能。

サイトＡ

サービス１ サービス２ サービス3

サイトＢ サイトＣ

複数のビジネスプロセス
の統合的な管理ビジネスプロセス機能

ビジネスプロセスデータ

サービス提供者サーバ

ビジネスプロセスデ タ

ビジネスプロセスビジネスプロセス ビジネスプロセスジネ
情報提供機能

ビジネスプロセス
情報提供機能

ジネ
情報提供機能

サービス提供者

複数サイトのビジネスプロセスデ タを収集 統合的に管理し複数のビジネスプロセス 複数サイトのビジネスプロセスデータを収集、統合的に管理し、
分析評価、制御する技術

複数のビジネスプロセス
情報の統合的な把握
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標準仕様の策定①

標準仕様

全体構成・要素及びその要素の機能・基本要件に
関する標準仕様

平成
１８
年度

平成
１９
年度

アーキテクチャ標準仕様
【技術標準仕様】

標準仕様

業務ユニットの構成単位、データ、及びインター 平成 平成
９

自治体業務アプリケーションユニット標準仕様

通信手順・方式（プロトコル）に関する標準仕様
平成
１８
年度

平成
１９
年度

プラットフォーム通信標準仕様
【技術標準仕様】

業務ユニットの構成単位、デ タ、及びインタ
フェースに関する標準仕様

１８
年度

１９
年度

自治体業務アプリケ ションユニット標準仕様
【業務標準仕様】

ＧＩＳ（地理情報システム）共通サービスの全体
構成及び要件に関する標準仕様

平成
１９
年度

ＧＩＳ共通サービス仕様
【業務標準仕様】【技術標準仕様】 構成及び要件 関する標準仕様 年度【業務標準仕様】【技術標準仕様】

業務標準仕様・技術標準仕様への準拠の確認及び
準拠製品の相互接続の確認に関する標準仕様

平成
１９
年度

地域情報プラットフォーム準拠確認及び相互接続
確認仕様 【業務標準仕様】【技術標準仕様】

地域情報プラットフォームを導入する自治体向けに参考
となる調達・構築に関する指針をまとめたもの

平成
１９
年度

地域情報プラットフォームガイドライン
【指針】

基本説明書 運用規則

調達者・開発者・インテグレータ向けに、地域情報プラット
フォームの目的・効果等基本的事項に関する説明書

平成
１８
年度

平成
１９
年度

地域情報プラットフォーム基本説明書
【基本説明書】

平成
１７
年度

基本説明書・運用規則

標準仕様の策定・変更・破棄、文書策定規則、情
報公開基準及び知的財産権方針に関する運用規則

平成
１８
年度

地域情報プラットフォーム標準仕様運用規則
【運用規則】

平成
１９
年度

平成
１７
年度
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標準仕様の策定②

ア キテクチャ標準仕様

利用者（住民）

アーキテクチャ標準仕様
【技術標準仕様】

業務ユニット ＜Ａ自治体＞
利用者（住民）

フロント系
業務ユニット

バック系
業務ユニット

共通系
業務ユニット

開発
業務 ト間 業務ユニ トインタフ ス＜ポ タル事業者＞

サービス基盤

地域ﾎﾟｰﾀﾙ

サービス基盤

統合ＤＢ機能

業務ユニット間
インタフェース

業務ユニットインタフェース

業務サービスインタフェース

＜ポータル事業者＞

ワンストップ
関連定義

ＢＰＭ機能 S E

民間業務アプリ

プロセス制御 メッセージ交換パターン ・・・
＜民間企業＞

PF通信機能
セキュリティ 高信頼性通信ＳＯＡＰ ・・・

運用

システム運用

PF共通機能
・・・

モニタリング

民間業務アプリ

サービス基盤

ユーティリティ 認証・認可

＜Ｂ自治体＞

業務
ニ ト

サービス基盤

フロント系
業務ユニット

バック系
業務ユニット

共通系
業務ユニット

業務ユニット間インタフェース： 業務ユニット

： サービス基盤
ユニット 業務ユニット 業務ユニット 業務ユニット
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標準仕様の策定③

プラットフォ ム通信標準仕様

Ｉサ

Ｖ２．０で追加した機能「サイト間」で活用する機能「自治体内」・「サイト間」で活用する機能

プラットフォーム通信標準仕様
【技術標準仕様】

ワンストップＸＭＬスキーマ、
ＷＳＤＬ策定手順

（WSDL&BP定義手法）
（ガイドライン）

Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス

サービス連携型アプリケーション、運用管理アプリケーション

（ガイドライン）

地
域
情
報

ユーティリティ
機能

（オプション）

PF監査証跡仕様
（オプション）

PFプライバシ
情報公開仕様
(オプション)

モニタリング機能
（オプション）

ビジネスプロセス管理機能
（BPM機能）（オプション）
(WS-BPEL 2.0)

ビジネス文書定義、インタフェース定義、
ビジネスプロセスの定義

(UML、BPMN、WS-BPEL 2.0 
XML Schema 1.0 、WSDL 1.1)

ビジネス文書セキュリティ（オプション）
(XML Signature and 
(JPKI or その他証明書))報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

PFサービス認証・サービス認可連携仕様 （オプション）

サービス認証（プライバシ保護型認証連携）（オプション） サービス認可（権限管理基盤） （オプション）

モデル定義言語
(UML、BPMN)

(JPKI or その他証明書))
(LGPKI and (XML Signature or

PKCS#7))

添付付きメッセージング （オプション）
（メッセージ本体格納型and メッセージへの添付 (SwA) 型）

ム

開発環境

サ ビス認証（プライバシ保護型認証連携）（オプション） サ 認可（権限管 基盤） （オ シ ン）

基本メッセージ (SOAP 1 1 and Basic Profile 1 0)

高信頼性通信機能 （オプション） (WS-Reliability 1.1、WS-ReliableMessaging 1.1) 

転送プロトコル (HTTP 1.1)

タ ネ プ ( )

通信セキュリティ (SSL 3.0 and TLS 1.0)

ネ
ッ
ト
ワ
ー

通
信

基本メッセ ジ (SOAP 1.1 and Basic Profile 1.0)

インターネットプロトコル (IPv4)

OS  (Windows or UNIX or Linux)

ー
ク
／

サービス開発環境 地域情報プラットフォーム標準化範囲 11



自治体業務アプリケーションユニット標準仕様

標準仕様の策定④

■「２６」の業務ユニットの機能概要説明 ■機能一覧

務

自治体業務アプリケ ションユニット標準仕様
【業務標準仕様】

業務ユニット 業務名

住民基本台帳

機能（レベル０１） 機能（レベル０２） 機能説明

１.1.異動（増加） １.1.1.転入 住民の届出に基づき、住民基本台帳に世帯情報、個人情報を追加する。

1.1.2.戸籍届出による異動（増加） 戸籍の届出に基づき、住民基本台帳に世帯情報、個人情報を追加する。（出生、国籍取得、帰化）

機能一覧

業務ユニット
番号

業務ユニット名 概 要

１ 住民基本台帳 住民の転入・転出・転居・出生・死亡等の異動、照会や証明書の発行・
通知書の出力等を行う。

２ 印鑑登録 印鑑の登録・廃止・印鑑証明の発行等を行う。

３ 外国人登録 外国人登録の増・減処理、登録証の発行、登録証調製依頼等の処理
を行う。

４ 選挙人名簿管理 選挙人名簿の管理、入場券発行、不在者投票、住民投票の管理等を
行う。検察審査会、農業・海区・漁業委員会選挙人名簿作成を行う。

1.2.異動（減少） １.2.1.転出 住民の届出に基づき、住民基本台帳から世帯情報、個人情報を消除する。

1.2.2.戸籍届出による異動（減少） 戸籍の届出に基づき、住民基本台帳から世帯情報、個人情報を消除する。（死亡、失踪宣告、国籍喪失）

1.3.異動（変更） １.3.1.転居 住民の届出に基づき、住民基本台帳上の世帯情報、個人情報の住所要件（住所や世帯構成員、続柄）を変更する。

世帯変 住 基づき 住 基本台帳 世帯情報 個 情報を変 する 世帯合併 分離 世帯主変 世帯変

行う。検察審査会、農業 海区 漁業委員会選挙人名簿作成を行う。

５ 固定資産税 固定資産税課税台帳（土地・家屋・償却資産）の評価・賦課・証明書発
行・統計処理等を行う。

６ 個人住民税 個人住民税の課税対象管理・資料の管理・賦課・統計処理等を行う。

７ 法人住民税 法人台帳の管理・賦課台帳管理等を行う。

８ 軽自動車税 車輌台帳の管理・賦課・証明書発行等の処理を行う。

収滞納管理
個人住民税、法人住民税、固定資産税、軽自動車税及び国民健康保
険税 料 収納情報 滞納整 情報 管 消 滞納整 納 １.3.2.世帯変更 住民の届出に基づき、住民基本台帳上の世帯情報、個人情報を変更する。（世帯合併、分離、世帯主変更、世帯変更）

1.3.3.戸籍届出による異動（増減なし）
戸籍の届出に基づき、住民基本台帳上の世帯情報、個人情報の戸籍要件（氏名、本籍、筆頭者、続柄）を変更する。（氏名変
更、婚姻、離婚、転籍、戸籍訂正等）

1.3.4.住民票記載事項の変更 職権により、住民基本台帳の世帯情報、個人情報を変更する。（住居表示、通知により）

1.3.5.その他変更 外国人登録により、住民基本台帳の個人情報を追加、変更する。

９ 収滞納管理 険税（料）の収納情報・滞納整理情報の管理、消込・滞納整理・過誤納
の処理、統計出力等を行う。

１０ 国民健康保険 資格の管理・保険証の発行、所得資産の管理・保険税（料）の賦課、レ
セプトのチェック・管理、療養費等の給付、統計処理等を行う。

１１ 国民年金 国民年金資格の管理・付加・免除・給付の管理を行う。

１２ 障害者福祉 対象者の資格管理、進達処理、通知書発行、支払管理、統計処理等
を行う。

１３ 後期高齢者福祉 (*1)
対象者の資格管理、通知書・証発行、収納・支払管理、統計処理等を
行う

1.4.照会 1.4.1.住民票情報照会 世帯情報、個人情報に登録された情報を表示する。

1.4.2.住基カード発行状況照会 住民基本台帳カードの発行状況を表示する。

1.5.発行 1.5.1.証明書交付 住民の申請に基づき、証明書（住民票、住民票記載事項証明書等）を出力する。

1.5.2.通知発行 他市区町村、住民へ各種通知（転入通知、附票記載事項通知、住民票コード通知等）を送付する。

行う。

１４ 介護保険 介護保険被保険者の資格管理・介護保険料の賦課・介護保険料の収
納管理・受給者の台帳管理を行う。

１５ 児童手当 対象者の資格管理、現況受付、支払管理、統計処理等を行う。
（児童福祉の一部）

１６ 生活保護 生活相談受付、保護申請審査、支給管理、統計処理等を行う。

１７ 乳幼児医療 (*1) 対象者の資格管理、医療証の発行、現金給付、統計処理等を行う。

１８ ひとり親医療 (*1) 対象者の資格管理 医療証の発行 現金給付 統計処理等を行う

1.6.統計・報告 1.6.1.統計・報告（都道府県、関係機関） 都道府県に対し、各種統計情報（転入・転出者数表等）を送付する。

1.6.2.統計・報告（統計部門） 他部署（統計部門）に対して、各種統計情報（年齢別統計、人口ピラミッド等）を送付（開示）する。

1.7.閲覧 1.7.1.住民閲覧 住民に対し、世帯情報、個人情報を閲覧する。

１８ ひとり親医療 (*1) 対象者の資格管理、医療証の発行、現金給付、統計処理等を行う。

１９ 健康管理 (*1)
基本健診・成人検診・母子健診・予防接種情報の管理、保健指導、統
計報告資料作成、データ分析、委託料・報償金管理を行う。

２０ 就学 学齢簿の出力、小学校・中学校の就学通知の発行等を行う。

２１ 戸籍 本籍人の出生・死亡・婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁などの異動、照
会、証明書発行、および通知書出力等を行う。また附票管理を行う。

３０ 住登外管理 住登外者・法人情報の管理を行う。

予算編成 予算管理 歳入管理 歳出管理 歳計外現金 出納管理 決５０ 財務会計 予算編成・予算管理・歳入管理・歳出管理・歳計外現金・出納管理・決
算管理等の処理を行う。

５１ 庶務事務 勤怠管理・各種手当申請・その他各種申請・照会／配布・福利厚生管
理・年末調整管理・正規職員以外管理等の処理を行う。

５２ 人事給与 申請受付・計算・年末調整・支払・人事・福利厚生・研修等の処理を行
う。

５３ 文書管理 公文書の収受・起案・承認／決裁・施行・保管・検索／照会・ファイル
管理・情報公開等の処理を行なう。

(*1)平成２０年度に策定予定。
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標準仕様の策定⑤

自治体業務アプリケーションユニット標準仕様

階層１ 階層２

1.1.1 1.1.2 1.2.1 1.2.2 1.3.1 1.3.2 1.3.3

転入
戸籍届出による異

転出
戸籍届出による異

転居 世帯変更
戸籍届出による異

住民基本台帳

住民基本台帳

機能構成図（DMM） 業務名 機能情報関連図（DFD） 業務名 住民基本台帳

階層１ 住民基本台帳 階層２

住民
/(90)電子申請

住基ネット
(5)固定資産税 (21)戸籍他市区町村

住基ネット
・戸籍届出書・住民票記載事項通知

他業務
(02)印鑑登録
(03)外国人登録

住民
/(90)電子申請

自治体業務アプリケ ションユニット標準仕様
【業務標準仕様】

転入
動（増加）

転出
動（減少）

転居 世帯変更
動（増減なし）

1.1 1.2 1.3 1.3.4

異動（増加） 異動（減少） 異動（変更）
住民票記載事項
の変更

1.3.5

その他変更

1.1 1.2 1.3 1.4.1 1.4.2

異動（増加） 異動（減少） 異動（変更） 住民票情報照会
住基カード発行状

（1.2）
異動(減少)

（1.1）
異動(増加)

・住民異動届
・転出証明書 ・転出証明書情報 ・転入通知情報

・本人確認情報

・土地情報

他業務
(02)印鑑登録
(03)外国人登録
(04)選挙人名簿管理
(05)固定資産税
(06)個人住民税

他市区町村
・住民票記載事項通知
　（出生届、帰化届、国籍取得）

住民
/(90)電子申請

・異動結果確認
・住民票コード通知

住基情報

戸籍届出書
　（死亡届、失踪宣告届、
　　　　　　　　国籍喪失届）

・住民票記載事項通知
　（死亡、失踪宣告、
　　　　　　　　国籍喪失）

・転出証明書情報
・本人確認情報

(03)外国人登録
(04)選挙人名簿管理
(05)固定資産税
(06)個人住民税
(08)軽自動車税
(09)収滞納管理
(10)国民健康保険
(11)国民年金
(12)障害者福祉
(13)高齢者福祉
(14)介護保険
(15)児童手当
(16)生活保護
(17)乳幼児医療
(18)母子医療
(19)健康管理
(20)就学
(21)戸籍
(30)宛名管理

(21)戸籍

・戸籍届出書（出生届、帰化届、
　　　　　　　　　　　　国籍取得届）

・住民異動届（転出、付記転出）

・転出証明書
・異動結果確認

他業務

・他業務情報

・附票記載事項通
知

・住基情報

・住基情報

・住基情報

・住基情報

・住基情報

・住基情報

異動（増加） 異動（減少） 異動（変更） 住民票情報照会
住基カ ド発行状

況照会

1 1.4 1.4

住民基本台帳 照会 照会

1.7 1.6 1.5

閲覧 統計・報告 発行

1.7.1 1.6.1 1.6.2 1.5.1 1.5.2

統計 報告（都道 統計 報告（統計

（1.3）
異動(変更)

（1.4）
照会処理

（1.6）
統計処理

（1.5）
発行

(08)軽自動車税
(09)収滞納管理
(10)国民健康保険
(11)国民年金
(12)障害者福祉
(13)高齢者福祉
(14)介護保険
(15)児童手当
(16)生活保護
(17)乳幼児医療
(18)母子医療
(19)健康管理
(20)就学
(21)戸籍
(30)宛名管理

・住民票の写し
・除票の写し

・証明書交付申請書

住民基本台帳

・住基情報

・住民票情報送信要求

・住民票情報

・住民票記載事項通知
（婚姻、離婚、氏名変更等）

・住民異動届
　　　　（転居、世帯変更等）

・本人確認情報

住基カ ド発行状況

・異動統計表
・人口統計表 (21)戸籍

・戸籍届出書（婚姻届、離婚届
　　　　　　　　　氏名変更、転籍等）

他業務
(02)印鑑登録
(04)選挙人名簿管理
(09)収滞納管理
(10)国民健康保険
(11)国民年金
(14)介護保険
(15)児童手当

・他業務情報

・異動結果確認

附 載事 通
・附票記載事項通知

（1.7）
閲覧

住民

他業務
(02)印鑑登録
(03)外国人登録
(04)選挙人名簿管理
(10)国民健康保険
(11)国民年金
(14)介護保険
(15)児童手当

・住基情報

・住基情報

・住基情報

・住基情報

・住基情報
・住基情報

・住基情報

・住基情報

・他業務情報

住民閲覧
統計・報告（都道
府県、関係機関）

統計・報告（統計
係）

証明書交付 通知発行

1.7 1.6 1.5

閲覧 統計・報告 発行

機能構成図（ＤＭＭ） → 各機能を階層化（明示化）

(x.x)
外部環境

(x.x)
機能

情報の流れ
情報の滞留

住民
/(90)電子申請

・改製原住民票
・住民票記載事項証明

他部門/他業務都道府県 住基ネット統計部門

他市区町村

住民
/(90)電子申請

住基ネット住基ネット
（CS)

・住基カード発行状況人口統計表
・都道府県報告データ

(21)戸籍

住民 他市区町村

・附票記載事項通
知

他市区町村

附票記載事項通知
・転入通知

・ ○○○　 ：　必須情報名
※○○○　：条件により必要となる情報名

住民

(03)外国人登
録

・外国人登録情報

機能情報関連図（ＤＦＤ）
他の業務ユニットとの情報の流れを各階層単位で明確化→ 他の業務ユニットとの情報の流れを各階層単位で明確化

ユニット(業務) 外部

NO 情報名 CD データ 桁数 備考 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 30 50 51 52 53 90 91

インタフェース仕様（ユニット） インタフェース番号：1
インタフェース名：住民基本台帳

住民基本台帳

NO 情報名 CD デ タ 桁数 備考 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 30 50 51 52 53 90 91
型 住

民
基
本
台
帳

印
鑑
登
録

外
国
人
登
録

選
挙
人
名
簿

固
定
資
産
税

個
人
住
民
税

法
人
住
民
税

軽
自
動
車
税

収
滞
納
管
理

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金

障
害
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

介
護
保
険

児
童
手
当

生
活
保
護

乳
幼
児
医
療

母
子
医
療

健
康
管
理

就
学
戸
籍

宛
名
管
理

財
務
会
計

庶
務
事
務

人
事
給
与

文
書
管
理

電
子
申
請

電
子
申
告

住
基
ネ
ッ

ト

住
民

他
市
町
村

都
道
府
県

他
部
署

統
計
部
門

1 住民異動届 I I
2  異動事由 ○ X 2 I I
3 氏名 氏名情報 I I
4 住民票コード X 11 I I
5 性別 ○ X 1 I I
6 生年月日 生年月日情報 I I
7 現住所 住所情報 I I
8 異動情報 X I I異動情報（転入、転居等）
9 戸籍届出書 I I
10  異動事由 ○ X 2 I I
11 氏名情報 氏名情報 I I
12 性別 ○ X 1 I I
13 生年月日 生年月日情報 I I
14 続柄 ○ X 8 I I

インタフェース仕様 → ＤＦＤの他の業務ユニットとの情報連携を、データ項目レベルで、その入出力状況と併せて明細化 13



標準仕様の策定⑥

自治体業務アプリケーションユニット標準仕様

項
番

項目セット名 CD データ型 桁数
出現
回数

サンプル値 項目の説明項目名

項目セット辞書
2007/03/20

作成日版

コード辞書（共通）
2007/03/06

作成日版

自治体業務アプリケ ションユニット標準仕様
【業務標準仕様】

1 日付情報 年 X 4 1 2007 西暦年
月 X 2 1 11
日 X 2 1 23

2 氏名情報 氏名 N 100 1 総務　太郎
姓と名の間に全角の空白を一文字
入れる。

フリガナ N 100 1 ソウム　タロウ
姓と名の間に全角の空白を一文字
入れる。

3 住所情報 町字コード ○ X 11 1 LASDEC全国町字コード
都道府県 N 40 1
市区町村 N 40 1
行政区 N 40 1
町名等 N 40 1
方書 N 150 1

項番 項目名 データ型 桁数 コード値 コード値の内容
1 有無コード X 1 0 無

1 有
2 年号 X 2 01 明治

02 大正
03 昭和
04 平成
99 その他

3 性別 X 1 1 男
2 女
3 不明（未記入）

住 種 住 録

項番 項目名 データ型 桁数 コード値 コード値の内容
1 本人該当区分 X 1 1 老年者控除

2 寡婦（夫）・特別寡婦
3 障害者控除
4 勤労学生控除

コード辞書（個人住民税）
2007/03/06

作成日版

作成日版方書 N 150 1
郵便番号 X 10 1

4 続柄情報 続柄１ ○ X 2 1 ※続柄
続柄２ ○ X 2 1 ※続柄
続柄３ ○ X 2 1 ※続柄
続柄４ ○ X 2 1 ※続柄

5 金融機関情報 金融機関コード ○ X 4 1 1234 （全銀協）統一金融機関コード
支店コード ○ X 3 1 123 （全銀協）統一店番号
口座種別 ○ X 1 1 1 （全銀協）預金種目
口座番号 X 8 1 01234567 右詰め残り前「0」
口座名義人名 N 40 1 総務　太郎 左詰め残りスペース
口座名義人名カナ N 40 1 ソウム　タロウ 左詰め残りスペース

6 所在地情報 大字 X 5 1
小字 X 5 1

4 住民種別 X 1 1 住民記録
2 外国人
3 住登外個人
4 法人
5 共有者

5 住民状態 X 1 1 住登者
2 未登録住民者
3 転出者
4 死亡者
9 その他消除者

6 町字コード X 11 - ※LASDEC全国町字コード
金融機関 ド ※（全銀協）統 金融機関 ド

4 勤労学生控除
2 寡婦（夫）・特別寡婦理由 X 1 1 死別

2 離別
3 生死不明

3 障害者区分 X 1 1 特別
2 普通

4 同居・別居の区分 X 1 1 同居
2 別居

5 住民税の納税方法 X 1 1 特別徴収
2 普通徴収

6 所得の種類 X 2 01 営業所得

項番 項目名 データ型 桁数 コード値 コード値の内容
1 続柄 X 2 - ※別表1参照
2 住所区分 X 1 1 転出予定

2 転出確定
3 国保資格区分 X 1 3 学

4 遠
6 住
7 所

コード辞書（住民基本台帳）
2007/03/06

作成版

小字 X 5 1
地番 X 25 1

7 年月情報 年 X 4 1 2007 西暦年
月 X 2 1 11

8 電話番号情報 電話番号 X 20 1
9 歳入科目情報 会計 X 2 1 01

予算区分 ○ X 1 1 0
款 X 2 1 01
項 X 2 1 01
目 X 2 1 01
節 X 2 1 01
細節 X 2 1 01
細々節 X 3 1 001
空白 1 1

※科目情報の項目はサンプル。導
入団体に合わせ調整が必要。

7 金融機関コード X 4 - ※（全銀協）統一金融機関コード
8 支店コード X 3 - ※（全銀協）統一店番号
9 口座種別 X 1 - ※（全銀協）預金種目
10 税目コード X 2 01 普通徴収税

02 固定資産税
04 軽自動車税
05 特別徴収税
06 法人住民税
10 国民健康保険税（料）

11 口座納付区分 X 1 1 全期前納
2 期別

12 本店支店区分 X 1 1 本店

02 農業所得
03 不動産所得
04 利子所得
05 配当所得
06 給与所得
07 雑所得
08 退職所得
09 山林所得
10 譲渡所得
11 一時所得

7 納入書不要区分 X 1 1 不要

所
4 退職該当非該当区分 X 1 0 非該当

1 該当
5 退職扶養区分 X 1 1 本人

2 扶養
6 住民基本台帳異動事由 X 2 01 転入

02 転入（同一市町村内）
03 転居
04 転出
05 世帯主変更
06 世帯合併
07 世帯変更空白 X 14 1

10 歳出科目情報 会計 X 2 1 01
予算区分 ○ X 1 1 0
款 X 2 1 01
項 X 2 1 01
目 X 2 1 01
大事業 X 3 1 001
中事業 X 3 1 001
小事業 X 3 1 001
節 X 2 1 01
細節 X 2 1 01
細々節 X 3 1 001
空白 X 5 1

※科目情報の項目はサンプル。導
入団体に合わせ調整が必要。

12 本店支店区分 X 1 1 本店
2 支店

13 異動中区分 X 1 0 異動中でない
1 異動中

7 納入書不要区分 X 1 1 不要
2 必要

8 国外住所表示 X 1 0 その他
1 国外

9 所得項目区分 X 1 1 給与
2 賞与

07 世帯変更
08 世帯分離
09 出生
10 死亡
11 職権記載
12 職権消除
13 職権修正
14 職権回復
15 転出取消
16 帰化
17 国籍取得

11 時刻情報 時間 X 2 1 12 24時間
分 X 2 1 00

12 時間情報 時間 S9 2 1 12 24時間
分 S9 2 1 00

13 所属情報 所属コード X 12 1 010203040506
所属名 N 30 1
部名称 N 30 1
室名称 N 30 1
課名称 N 30 1
係名称 N 30 1
特命区分 N 30 1
出先区分 N 30 1
任命権者区分 N 30 1

18 国籍喪失
99 訂正

コード辞書

→ 各業務ユニット間の連携データ項目において、
共通的なリフ レンスとなるデ タ項目の ドを定義した辞書

任命権者区分 N 30 1

項目セット辞書
→ 各業務ユニット間の連携データ項目において、共通的な
リファレンスとなるデータ項目の型を定義した辞書

共通的なリファレンスとなるデータ項目のコードを定義した辞書
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標準仕様の策定⑦

自治体業務アプリケーションユニット標準仕様 《業務ユニット「住民基本台帳」のデ タ標準化（ 部）》

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<xsd:schema
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<xsd:schema

</xsd:element>
<xsd:element name="氏名" type="tns:氏名情報"/>

</xsd:element>
<xsd:element name="氏名" type="tns:氏名情報"/>

自治体業務アプリケ ションユニット標準仕様
【業務標準仕様】

《業務ユニット「住民基本台帳」のデータ標準化（一部）》

<xsd:schema
targetNamespace="urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01" 

xmlns:xsd=http://www.w3.org/2001/XMLSchema
xmlns:tns="urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01">

<xsd:annotation>
<xsd:documentation/>

</xsd:annotation>
<xsd:include schemaLocation="http://www.applic.or.jp/APPLIC/XSD/1.0/lgxml00-0100.xsd"/>
<xsd:complexType name="住基情報">

<xsd:schema
targetNamespace="urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01" 

xmlns:xsd=http://www.w3.org/2001/XMLSchema
xmlns:tns="urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01">

<xsd:annotation>
<xsd:documentation/>

</xsd:annotation>
<xsd:include schemaLocation="http://www.applic.or.jp/APPLIC/XSD/1.0/lgxml00-0100.xsd"/>
<xsd:complexType name="住基情報">

<xsd:element name= 氏名  type= tns:氏名情報 />
<xsd:element name="性別">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="1"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>
<xsd:element name="生年月日" type="tns:生年月日情報"/>

<xsd:element name= 氏名  type= tns:氏名情報 />
<xsd:element name="性別">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="1"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>
<xsd:element name="生年月日" type="tns:生年月日情報"/><xsd:complexType name= 住基情報 >

<xsd:sequence>
<xsd:element name="識別番号">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="15"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>

<xsd:complexType name= 住基情報 >
<xsd:sequence>

<xsd:element name="識別番号">
<xsd:simpleType>

<xsd:restriction base="xsd:string">
<xsd:maxLength value="15"/>

</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

</xsd:element>

<xsd:element name= 生年月日  type= tns:生年月日情報 />
<xsd:element name="続柄" type="tns:続柄情報"/>
<xsd:element name="住民となった情報">

<xsd:complexType>
<xsd:sequence>

<xsd:element name="異動年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="届出年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="増異動事由">

<xsd:simpleType>

<xsd:element name= 生年月日  type= tns:生年月日情報 />
<xsd:element name="続柄" type="tns:続柄情報"/>
<xsd:element name="住民となった情報">

<xsd:complexType>
<xsd:sequence>

<xsd:element name="異動年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="届出年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="増異動事由">

<xsd:simpleType></xsd:element>
<xsd:element name="世帯番号">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="15"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>
<xsd:element name="住民種別">

</xsd:element>
<xsd:element name="世帯番号">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="15"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>
<xsd:element name="住民種別">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="2"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>

</xsd:sequence>
</xsd:complexType>

</xsd:element>

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="2"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>

</xsd:sequence>
</xsd:complexType>

</xsd:element>

業務ユニットが持つデータ項目
を定めたプログラム

<xsd:element name 住民種別 >
<xsd:simpleType>

<xsd:restriction base="xsd:string">
<xsd:maxLength value="1"/>

</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

</xsd:element>
<xsd:element name="住民状態">

<xsd:simpleType>

<xsd:element name 住民種別 >
<xsd:simpleType>

<xsd:restriction base="xsd:string">
<xsd:maxLength value="1"/>

</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

</xsd:element>
<xsd:element name="住民状態">

<xsd:simpleType>

</xsd:element>
<xsd:element name="戸籍情報" minOccurs="0">

<xsd:complexType>
<xsd:sequence>

<xsd:element name="本籍地" type="tns:住所情報" minOccurs="0"/>
<xsd:element name="筆頭者" type="tns:氏名情報" minOccurs="0"/>

</xsd:sequence>
</xsd:complexType>

</xsd:element>

</xsd:element>
<xsd:element name="戸籍情報" minOccurs="0">

<xsd:complexType>
<xsd:sequence>

<xsd:element name="本籍地" type="tns:住所情報" minOccurs="0"/>
<xsd:element name="筆頭者" type="tns:氏名情報" minOccurs="0"/>

</xsd:sequence>
</xsd:complexType>

</xsd:element>xsd:simpleType
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="1"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>
<xsd:element name="住民票コード" minOccurs="0">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

xsd:simpleType
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:maxLength value="1"/>
</xsd:restriction>

</xsd:simpleType>
</xsd:element>
<xsd:element name="住民票コード" minOccurs="0">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

/xsd:element
<xsd:element name="住民でなくなった情報">

<xsd:complexType>
<xsd:sequence>

<xsd:element name="異動年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="届出年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="減異動事由">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

/xsd:element
<xsd:element name="住民でなくなった情報">

<xsd:complexType>
<xsd:sequence>

<xsd:element name="異動年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="届出年月日" type="tns:日付情報"/>
<xsd:element name="減異動事由">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">
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xsd:restriction base xsd:string
<xsd:maxLength value="11"/>

</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

xsd:restriction base xsd:string
<xsd:maxLength value="11"/>

</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

xsd:restriction base xsd:string
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

xsd:restriction base xsd:string
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

右欄へ 15



標準仕様の策定⑧

《業務ユニット「住民基本台帳」のデ タ標準化（ 部）》自治体業務アプリケーションユニット標準仕様

</portType>
基 基

</portType>
基 基

《業務ユニット「住民基本台帳」のデータ標準化（一部）》自治体業務アプリケ ションユニット標準仕様
【業務標準仕様】

- <binding name="住民基本台帳SOAPBinding" type="boss1-wsdl:住民基本台帳">
<wsdlsoap:binding style="document" transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http" /> 

- <operation name="住民基本台帳_住民情報">
<wsdlsoap:operation style="document" soapAction="boss1_1-2007-01_1" /> 

- <input name="住民情報_問合せメッセージ">
<wsdlsoap:body use="literal" /> 
</input>

- <output name="住民情報_検索結果メッセージ">

- <binding name="住民基本台帳SOAPBinding" type="boss1-wsdl:住民基本台帳">
<wsdlsoap:binding style="document" transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http" /> 

- <operation name="住民基本台帳_住民情報">
<wsdlsoap:operation style="document" soapAction="boss1_1-2007-01_1" /> 

- <input name="住民情報_問合せメッセージ">
<wsdlsoap:body use="literal" /> 
</input>

- <output name="住民情報_検索結果メッセージ">

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 
<definitions
targetNamespace="urn:applic.or.jp:xmlns:wsdl:2007-01“
xmlns:boss1-xsd="urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01“
xmlns:boss1-wsdl="urn:applic.or.jp:xmlns:wsdl:2007-01“
xmlns:xsd=http://www.w3.org/2001/XMLSchema
xmlns=http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/
xmlns:wsdlsoap="http://schemas xmlsoap org/wsdl/soap/">

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 
<definitions
targetNamespace="urn:applic.or.jp:xmlns:wsdl:2007-01“
xmlns:boss1-xsd="urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01“
xmlns:boss1-wsdl="urn:applic.or.jp:xmlns:wsdl:2007-01“
xmlns:xsd=http://www.w3.org/2001/XMLSchema
xmlns=http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/
xmlns:wsdlsoap="http://schemas xmlsoap org/wsdl/soap/"> <wsdlsoap:body use="literal" /> 

</output>
</operation>

- <operation name="住民基本台帳">
<wsdlsoap:operation style="document" soapAction="boss1_1-2007-01_2" /> 

- <input name="世帯情報_問合せメッセージ">
<wsdlsoap:body use="literal" /> 
</input>

世帯情報 検索結果メ セ ジ

<wsdlsoap:body use="literal" /> 
</output>
</operation>

- <operation name="住民基本台帳">
<wsdlsoap:operation style="document" soapAction="boss1_1-2007-01_2" /> 

- <input name="世帯情報_問合せメッセージ">
<wsdlsoap:body use="literal" /> 
</input>

世帯情報 検索結果メ セ ジ

xmlns:wsdlsoap= http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/soap/ >
<documentation>
本文書は「住民基本台帳ユニット」に関するWSDL定義である。
管理主体：APPLIC
対象文書名：lgxml01s-0100.wsdl
バージョン：V1.0 作成日：2007/04/01
</documentation> 
- <types>
- <xsd:schema targetNamespace="urn:applic or jp:xmlns:schema:2007-01">

xmlns:wsdlsoap= http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/soap/ >
<documentation>
本文書は「住民基本台帳ユニット」に関するWSDL定義である。
管理主体：APPLIC
対象文書名：lgxml01s-0100.wsdl
バージョン：V1.0 作成日：2007/04/01
</documentation> 
- <types>
- <xsd:schema targetNamespace="urn:applic or jp:xmlns:schema:2007-01"> - <output name="世帯情報_検索結果メッセージ">

<wsdlsoap:body use="literal" /> 
</output>
</operation>
</binding>

- <service name="住民基本台帳サービス">
- <port name="住民基本台帳" binding="boss1-wsdl:住民基本台帳SOAPBinding">

<wsdlsoap:address location="http://..." /> 
/ t

- <output name="世帯情報_検索結果メッセージ">
<wsdlsoap:body use="literal" /> 
</output>
</operation>
</binding>

- <service name="住民基本台帳サービス">
- <port name="住民基本台帳" binding="boss1-wsdl:住民基本台帳SOAPBinding">

<wsdlsoap:address location="http://..." /> 
/ t

- <xsd:schema targetNamespace= urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01 >
<xsd:include

schemaLocation=http://www.applic.or.jp/APPLIC/XSD/1.0/lgxm01s-0100.xsd
xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" /> 
</xsd:schema>
</types>

- <message name="住民情報_問合せ">
<part name="住民情報_問合せメッセージ" element="boss1-xsd:識別番号メッセージ" /> 
</message>

- <xsd:schema targetNamespace= urn:applic.or.jp:xmlns:schema:2007-01 >
<xsd:include

schemaLocation=http://www.applic.or.jp/APPLIC/XSD/1.0/lgxm01s-0100.xsd
xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" /> 
</xsd:schema>
</types>

- <message name="住民情報_問合せ">
<part name="住民情報_問合せメッセージ" element="boss1-xsd:識別番号メッセージ" /> 
</message>

他の業務ユニットからの処理依頼（入力）
に対してどのような処理結果（出力）を返す
のか（処理手順）を定めたプログラム</port>

</service>
</definitions>

</port>
</service>
</definitions>

</message>
- <message name="住民情報_検索結果">

<part name="住民情報_検索結果メッセージ" element="boss1-xsd:個人情報メッセージ" /> 
</message>

- <message name="世帯情報_問合せ">
<part name="世帯情報_問合せメッセージ" element="boss1-xsd:世帯番号メッセージ" /> 
</message>

- <message name="世帯情報_検索結果">
<part name="世帯情報 検索結果メッセージ" element="boss1-xsd:世帯情報メッセージ" />

</message>
- <message name="住民情報_検索結果">

<part name="住民情報_検索結果メッセージ" element="boss1-xsd:個人情報メッセージ" /> 
</message>

- <message name="世帯情報_問合せ">
<part name="世帯情報_問合せメッセージ" element="boss1-xsd:世帯番号メッセージ" /> 
</message>

- <message name="世帯情報_検索結果">
<part name="世帯情報 検索結果メッセージ" element="boss1-xsd:世帯情報メッセージ" />

のか（処理手順）を定めたプログラム

<part name= 世帯情報_検索結果メッセ ジ  element= boss1-xsd:世帯情報メッセ ジ  /> 
</message>

- <portType name="住民基本台帳">
- <operation name="住民基本台帳_住民情報">

<input name="住民情報_問合せメッセージ" message="boss1-wsdl:住民情報_問合せ" /> 
<output name="住民情報_検索結果メッセージ" message="boss1-wsdl:住民情報_検索結果" /> 
</operation>

- <operation name="住民基本台帳_世帯情報">
<input name="世帯情報 問合せメッセージ" message="boss1-wsdl:世帯情報 問合せ" />

<part name= 世帯情報_検索結果メッセ ジ  element= boss1-xsd:世帯情報メッセ ジ  /> 
</message>

- <portType name="住民基本台帳">
- <operation name="住民基本台帳_住民情報">

<input name="住民情報_問合せメッセージ" message="boss1-wsdl:住民情報_問合せ" /> 
<output name="住民情報_検索結果メッセージ" message="boss1-wsdl:住民情報_検索結果" /> 
</operation>

- <operation name="住民基本台帳_世帯情報">
<input name="世帯情報 問合せメッセージ" message="boss1-wsdl:世帯情報 問合せ" /><input name= 世帯情報_問合せメッセ ジ  message= boss1-wsdl:世帯情報_問合せ  /> 
<output name="世帯情報_検索結果メッセージ" message="boss1-wsdl:世帯情報_検索結果" /> 
</operation>

<input name= 世帯情報_問合せメッセ ジ  message= boss1-wsdl:世帯情報_問合せ  /> 
<output name="世帯情報_検索結果メッセージ" message="boss1-wsdl:世帯情報_検索結果" /> 
</operation>
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標準仕様の策定⑨

ＧＩＳ共通サービス仕様
【業務標準仕様】【技術標準仕様】

交イエ

地理空間データの交換
ＧＩＳユニット

地理空間データの
蓄積・管理

業務

ＧＩＳＤＢ

換
用
地
理
空
間

ン
ポ
ー
ト
機
能

ク
ス
ポ
ー
ト
機

  地名辞典
地理空間
データ

  地名辞典
地理空間
デ タ

ＧＩＳＤＢ ＧＩＳＤＢ
蓄積・管理

業務
ユニットＡ

ＧＩＳ共通サービス

間
デ
ー
タ

能
・

機
能

スキーマ仕様に基づいた
符号化・復号化

地図データ
データ

地図画像を表示

地図データ
データ

ＧＩＳ共通サービスインターフェース
交換用データ
スキーマ仕様

地図画像

地域情報プラットフォーム

ＧＩＳ共通サービスの提供

地図画像の要求・返却

ＧＩＳ共通サ の提供

17



標準仕様の策定⑩

地域情報プラットフォーム準拠確認及び相互接続
確認仕様 【業務標準仕様】【技術標準仕様】

プ セスと手順 概要
【準拠確認】プロセス

準拠確認
チェックリスト

相互接続性
検討WG

製品ベンダ
他

準拠確認
チェックリスト

申請

主体者
（APPLIC）

確認結果
公表

標準仕様

プロセスと手順の概要

検討 他
申請

（ ） 公表

製品ベンダ

【相互接続確認】プロセス

連名でFAQ

製品ベンダ

製品ベンダ
他

・相互接続確認
・結果の分析と再トライ

確認結果

主体者
（APPLIC）

確認結果

OK

NG(一部接続失敗）
仕様確認/変更が必要

相互接続成功
申請

正誤表

次期PF標準
改訂候補

他 公表な場合

(2)実績の登録と公開のプロセス(3) PF相互接続
のテスト手順技術専門

委員会の
各WG

（APPLIC）

Q&A
結果

改訂候補

Q&A
or CR

PF標準仕様改訂
（Q&A/CR）

（APPLIC）

相互接続性

技術専門
委員会の
各WG

（APPLIC）Q&A
結果

業務標準化WG主査
技術標準化WG主査
相互接続性

検討WG主査

APPLIC
事務局

（準拠課題か？
標準課題か？）

Q&A

(1)テスト実施とテスト結果のPF標準仕様反映のプロセス
相互接続性
検討WG
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標準仕様の策定⑪

地域情報プラットフォームガイドライン地域情報プラットフォ ムガイドライン
【指針】

第１章 本ガイドラインの前提

第２章 調達仕様

第３章 技術解説

第４章 ワンストップサービスの導入

第４章別冊 ワンストップサービスの連携定義手順

所得
証明書

住民

住民課 国保課 福祉課

Ａ市（転入先）Ｂ市（転出元）

転入先自治体への手続き

転出時に所得証明書
を取得

税務課

転入届
児童手当
申請

国保
異動届

所得
証明書

従来の手続

業
務
要
件
定
義

業
務
要
件
定
義

ワンストップサービス
連携定義手順

項目セット辞書

自治体業務アプリ

辞書 参照定義

ワンストップＤＦＤ

業務処理整理表

銀行電力会社
住所変更

住所変更

引越
ポータル Ａ市（転入先） Ｂ市

引越ワンストップサービス

義
作
業
ス
テ
ッ
プ

義
作
業
ス
テ
ッ
プ

コード辞書 ケーションユニット
標準仕様V2.0 

APPLIC

XMLデータ型
辞書

XX
機能連携

システムフロー

機能関連
ブロック図

BPMN

ワンストップ
インタフェース仕様

受付受付
住民

住民課

住基
システム

国保課

国保
システム

福祉課

児童手当
システム

税務課

税
システム

ポ タル Ａ市（転入先） Ｂ市
（転出元）

申請

所得情報
の照会

引越し（転入）
手続き

銀行

住所変更
システム

電力会社

住所変更
システム

住所変更

引越申請

複数の申請・届出を
一括して手続き

項目共通定義

WSDLプロファイル

XML変換ルール

APPLIC
PF通信標準仕様
・XML関連規定
・WSDL関連規定
・BPEL関連規定XMLデータ型

辞書

X
M

L
定
義
作
業
ス
テ
ッ
プ

X
M

L
定
義
作
業
ス
テ
ッ
プ

インタフェース
一覧

メッセージ定義

WS-BPEL
WSDL定義

XMLスキーマ

BPMN

住所変更

別 冊

定義
WSDL定義

定義
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（参考）地域情報プラットフォーム対応製品計画・先進事例
《平成２０年３月１０日現在》

• （株）RKKコンピューターサービス

■対応製品リリース計画 ■SI、コンサルティングサービス対応状況
以下の事業者が地域情報プラットフォーム対応製品のリリース計
画があると表明されています。

以下の事業者が地域情報プラットフォーム導入に関するSI、コン
サルティング対応可能と表明されています。

（株） ンピ タ サ ビス
• NTTデータ（株）
• オープンスタンダード化支援コンソーシアム
• （株）岡山情報処理センター
• ジャパンシステム（株）
• （株）TKC
• （株）電算

• （株）RKKコンピューターサービス
• NTTデータ（株）
• オープンスタンダード化支援コンソーシアム

• 日本オラクル（株）
• （株）電算
• 日本オラクル（株）
• 日本電気（株）
• 日本電子計算（株）
• 日本ＢＥＡシステムズ（株）
• （株）BSNアイネット

• 日本電気（株）

• 日本電子計算（株）

• 日本ＢＥＡシステムズ（株）

• 日本ヒューレット・パッカード（株）

１８社 １１社

• （株）日立情報システムズ
• （株）日立製作所
• 富士通（株）
• 富士電機システムズ（株）
• マイクロソフト（株）
• ㈱両備システムズ

• （株）日立製作所

• 富士通（株）

• マイクロソフト（株）

㈱両備システムズ

(注) 上記の情報は各事業者からAPPLICに寄せられた情報に基づくものです。

■自治体における取組

団体• 地域情報プラットフォームに係る予算措置を平成２０年度に実施する自治体 ２４団体

• 地域情報プラットフォームに係る予算計画（今後３年程度の中期計画）に
盛り込む予定の自治体 ６４団体
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盛り込む予定の自治体



地域情報プラットフォーム推進事業の概要（実証実験）

地域情報プラットフォームの普及促進を図るため、モデル地域に
おいて実証実験を実施し、課題の抽出、解決策の提示を行う。

実用化への残された課題

平成２０年度 予算案 ６２６百万

実用化への残された課題

「標準仕様」とその実現に必要な「要素技術」はほぼ確立。

今後は実用化・普及に向けて、効果の検証と、具体的分野での運用
面の課題の抽出 解決策の提示が不可欠 特に 地域活性化効果面の課題の抽出、解決策の提示が不可欠。特に、地域活性化効果
の高い分野（※）について、早急に実用化を図るため、実証実験が必要。

（※）地域活性化効果の高い分野：
「移住・交流分野」、「住民生活向上分野」や

実証実験

早期の実用化が期待される移住 交流手続情報分野等の

「地場産業活性化分野」など。

早期の実用化が期待される移住・交流手続情報分野等の
統合システムの実用仕様案の策定

関係機関の費用負担、セキュリティ対策、住民等にとっての

成
果
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関係機関の費用負担、セキュリティ対策、住民等にとっての
利便性の測定方法の提言や制度的課題の解決策の提示

果



ポータル利用者 サービス提供者

実証実験のイメージ

パソコン
住民

ポ タル利用者 サ ビス提供者

官
ー
官

官(国・地方)行政や民間との連携により、
個人・企業向けに、行政及び
民間のサービスを提供する場

テレビ

連
携

税務署公共職業
安定所

社会保険
事務所引越・転退職分野

住民生活や企業活動に
関するサービスの高度化

携帯

コールセンタ 自治体 官
ー
民
連
携サービス

利用

消防署
地域活性化分野
交流や生活者の暮らしを
通じた地域の活性化

保健所

民 間

教育機関
官

(国・地方)

民間窓口
（コンビニ等）

民
ー
民
連
携

病院・検診機関

医療・健康分野
地方版EHRによる
健康づくり・疾病予防の推進

防災分野
防災情報の共有 防災業務

郵便局 健康保険組合

情報ＫＩＯＳＫ

携
民間

ガス・電力 代理店
（不動産等）

防災情報の共有・防災業務
支援による防災力の強化

銀行 地場産業
企業

認 証 署 名 電子交付官と民で共通に利用
できる各種基盤

分野横断基盤

行政窓口
決 裁 決 済

あらがき

※｢地域情報プラットフォーム｣標準仕様に準拠した情報システムを活用した情報
サービスの相互接続・連携
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